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研究成果概要

HKでは以下のようにデータが取得される。各光電子増倍管(PMT)の信号は、水中に

設置されるエレクトロニクスに取り込まれ、デジタル化された情報が光ファイバー

を通してタンク上面にあるデータ収集計算機システムへと送られ、バイナリ形式の

Raw dataが生成され、Realtime processへと渡される。Raw dataはroot形式のフォ

ーマットに変更したの地、各種キャリブレーションデータを元に補正され、各PMTが

信号を受けた時間と電荷に変換される。現在想定しているデータの流れを下図に示

す。これを元に、各ソフトウエアの開発を進めていく。
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